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虹の松原

唐津曳山取締会からの曳山見物の方へのお願い
●見物する時は警察官や曳山役員の指示に従って下さい。
●巡行中の曳山や曳綱に近づき妨害にならないようにして下さい。
●曲がり角は特に危険です、大きく道をあけて見物して下さい。
●曳山のすぐ後ろを歩かれるとかじ取りの妨げとなりますので禁止
します。
上記の事項を守らず生じた事故などに対しては責任を負いません。

●巡行路はすべて駐車禁止です。巡行に伴う車の損傷は責任を負い
ません。
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唐津神社・曳山巡行道路・西の浜お旅所の上空への
ドローンの飛行は禁止です。禁止事項

唐
津
く
ん
ち
の
歴
史

唐
津
く
ん
ち
の
行
事

宵
ヤ
マ
　
十
一
月
二
日

　
唐
津
く
ん
ち
は
、
唐
津
市
南
城
内
に
あ
る
唐
津
神
社
の
秋
の
大
祭

で
す
。
元
来
は
旧
暦
九
月
二
十
九
日
を
中
心
に
し
て
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
や
が
て
月
遅
れ
の
十
月
二
十
九
日
に
、
さ
ら
に
昭
和
四
十

三
年
か
ら
現
在
の
十
一
月
三
日
を
中
心
と
し
た
祭
り
に
と
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　
唐
津
く
ん
ち
最
大
の
呼
び
も
の
は
、
氏
子
が
奉
納
す
る
曳
山
行

列
で
す
。
刀
町
の
一
番
ヤ
マ
「
赤
獅
子
」
か
ら
十
四
番
ヤ
マ
「
七
宝
丸
」

ま
で
、
い
ず
れ
も
勇
壮
華
麗
な
十
四
台
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
曳

山
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
、
刀
町
の
石
崎
嘉
兵
衛
が
伊
勢

参
り
の
帰
途
に
京
都
で
見
た
祇
園
祭
の
山
鉾
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、

仲
間
た
ち
と
赤
獅
子
を
つ
く
り
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
以
来
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
ま
で
の
五
十
七
年
間
に
他
の
十
四
台
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。（
紺
屋
町
の
黒
獅
子
は
明
治
十
〜
二
十
五
年
の
間

に
消
滅
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　
こ
の
十
四
台
の
曳
山
は
、
獅
子
や
龍
、
船
や
兜
な
ど
で
、
和
紙

を
幾
重
に
も
貼
り
麻
布
を
重
ね
漆
で
仕
上
げ
た
巨
大
な
漆
芸
品
で

す
。
こ
の
高
さ
七
㍍
余
り
、
重
さ
約
二
㌧
か
ら
三
㌧
の
重
量
が
あ

る
赤
や
青
、
金
な
ど
極
彩
色
に
美
し
く
化
粧
さ
れ
た
曳
山
を
、
揃

い
の
法
被
姿
に
身
を
固
め
た
若
者
た
ち
数
百
人
が
威
勢
よ
く
市
内

を
曳
き
回
す
さ
ま
は
圧
巻
、
ま
さ
に
現
代
の
絵
巻
物
で
す
。

　
こ
の
『
唐
津
く
ん
ち
』
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
佐
賀
県
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
、
ま
た
昭
和
五
十
五
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
海
外
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
く
ん
ち
見
物
を
目
的
と
し
た
観
光
客
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

く
ん
ち
期
間
中
の
人
出
は
五
十
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
、
総
合
的
な
曳
山
小
屋
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
小
屋
の
前
に
各
曳
山
が
集
合
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
各
町
が
提
灯
を
つ
け
て
各
道
順
を
選
び
、
大
手
門
の
前
、
あ

る
い
は
神
社
前
に
集
合
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
、
御
旅
所
神
幸
前
日
の
夜
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
夜
七
時
半
に
、
刀
町
の
曳
山
が
曳

き
出
さ
れ
東
行
す
る
間
に
、
各
町
が
曳
き
順
通
り
に
一
番
近
い
場
所
か

ら
参
加
し
、
唐
津
神
社
前
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

町
廻
り
　
十
一
月
四
日

　
こ
の
日
は
、
前
日
の
御
神
幸
と
ほ
ぼ
同
じ
巡
路
で
、
旧
城
下
の
東

西
約
八
㌔
を
回
り
ま
す
。
た
だ
し
、
神
輿
は
出
ま
せ
ん
。

　
各
町
ご
と
に
揃
い
の
鉢
巻
き
、
江
戸
腹
、
パ
ッ
チ
（
股
引
）、
腕

ヌ
キ
に
身
を
固
め
、
い
な
せ
な
曳
子
た
ち
が
、
ヤ
マ
に
乗
り
込
ん
だ

囃
子
方
の
奏
で
る
緩
急
自
在
の
典
雅
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
曳
き
回

る
さ
ま
は
感
動
的
で
す
。「
エ
ン
ヤ
、
エ
ン
ヤ
」
の
掛
声
と
と
も
に
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
と
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
曳
山
の
曳
き
納
め
と
あ
っ
て
、
曳
子
は
最
大
の
力
を
ふ
り
絞
り
な

が
ら
曳
き
、
見
物
客
は
力
い
っ
ぱ
い
声
援
を
飛
ば
し
ま
す
。
そ
し
て
、

一
台
、
ま
た
一
台
と
曳
山
展
示
場
に
格
納
さ
れ
ま
す
。
く
ん
ち
が
終

わ
る
と
、
唐
津
は
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す
。

御
旅
所
神
幸
　
十
一
月
三
日

　
唐
津
く
ん
ち
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
見

物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
の
早
朝
、
唐
津
神
社
と
特
別
な
関
係
の
あ
る
神
田
地
区
の
青

年
が
、
神
前
に
て
雄
獅
子
、
雌
獅
子
の
獅
子
舞
を
奉
納
し
ま
す
。
獅
子

は
木
造
の
漆
塗
り
で
頭
に
か
ぶ
っ
て
演
じ
ま
す
。
こ
の
舞
は
、
口
元
を

カ
ブ
カ
ブ
動
か
す
と
こ
ろ
か
ら
カ
ブ
カ
ブ
獅
子
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
午
前
九
時
三
十
分
を
回
る
と
、
神
輿
を
中
心
と
し
て
前
後
に
曳
山

が
従
い
、
明
神
台
（
西
の
浜
お
旅
所
）
ま
で
の
巡
行
が
始
ま
り
ま
す
。

ヤ
マ
は
一
番
の
刀
町
・
赤
獅
子
か
ら
十
四
番
の
江
川
町
・
七
宝
丸
ま
で
、

制
作
年
代
順
に
並
ん
で
、
旧
城
下
町
を
ま
わ
り
ま
す
。
お
旅
所
へ
の

曳
き
込
み
、
曳
き
出
し
が
最
大
の
見
せ
場
で
す
。

唐津市街地図＆曳山巡行コース

歩行者天国

1～7は駐車ができます

トイレ

臨時案内所(Information)

11月3日夜の曳山の位置

番号 駐　車　場

東城内駐車場（有料）

旧高取邸駐車場（有料）

南城内駐車場（有料）

浄水センターグランド駐車場（臨時）

材木町駐車場（有料）

ふるさと会館アルピノ（有料）

松浦河畔公園駐車場（臨時）

170台

95台

100台

120台

130台

130台

1,700台

徒歩15分

徒歩５分

徒歩２分

徒歩20分

徒歩10分

徒歩10分

―

24時間

24時間

24時間

24時間

7：30～22：00

9：00～17：30―

17：00～22：30 9：00～17：30

収容台数
利用時間

2日 3日・4日
唐津神社まで

※14台通るのに約50分かかります。

1

注：臨時駐車場の開設は変更の場合もあります。


